
  

様式第２号の１－②【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の

１－①を用いること。 
 
学校名 専門学校デジタルアーツ東京 
設置者名 学校法人 菅原学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

課程名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のあ

る教員等によ

る授業科目の

単位数又は授

業時数 

省令で定める

基準単位数又

は授業時数 

配

置

困

難 

情報専門課程 

ゲーム学科／ゲーム

ＣＧキャラクターコ

ース（２年制） 

夜 ・

通信 
1,500時間 

80×2＝ 

160時間 
 

ゲーム学科／ゲーム

プログラムコース

（２年制） 

夜 ・

通信 
1,260時間 

80×2＝ 

160時間 
 

ＩＴソリューション

学科（２年制）※１ 

夜 ・

通信 
1,140時間 

80×2＝ 

160時間 
 

ＩＴ学科（２年制）

※１ 

夜 ・

通信 
1,260時間 

80×2＝ 

160時間 
 

ビジネス専門課程 
国際情報ビジネス学

科（２年制） 

夜 ・

通信 
1,088時間 

80×2＝ 

160時間 
 

文化教養専門課程 

アニメ学科／アニメ

ーターコース（２年

制） 

夜 ・

通信 
1,440時間 

80×2＝ 

160時間 
 

アニメ学科／アニメ

彩色コース（２年制） 

夜 ・

通信 
1,440時間 

80×2＝ 

160時間 
 

ノベルス・シナリオ

学科（２年制） 

夜 ・

通信 
1,620時間 

80×2＝ 

160時間 
 

イラスト学科（２年

制） 

夜 ・

通信 
1,440時間 

80×2＝ 

160時間 
 

コミックイラスト学

科（２年制）※２ 

夜 ・

通信 
900時間 

80×2＝ 

160時間 
 

マンガ・イラスト学

科（２年制）※２ 

夜 ・

通信 
960時間 

80×2＝ 

160時間 
 

フィギュア原型学科

（２年制） 

夜 ・

通信 
1,020時間 

80×2＝ 

160時間 
 

声優学科（２年制） 
夜 ・

通信 
1,320時間 

80×2＝ 

160時間 
 



  

（備考） 

※１ ＩＴソリューション学科は、令和４年度よりＩＴ学科に名称変更をしている。

そのため、令和４年度に於いてＩＴソリューション学科は２学年のみ在籍し、ＩＴ学

科は１学年のみ在籍している。 

 

※２ コミックイラスト学科は、令和４年度よりマンガ・イラスト学科に名称変更を

している。そのため、令和４年度に於いてコミックイラスト学科は２学年のみ在籍し、

マンガ・イラスト学科は１学年のみ在籍している。 

 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

学校ＨＰに公開している。 
https://www.dat.ac.jp/guide2/public-info/public-info2022/practical_experience_teachers2022.pdf 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学科 

学科名 

（困難である理由） 

 

  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 
学校名 専門学校デジタルアーツ東京 
設置者名 学校法人 菅原学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
学校ＨＰに公開している。 

https://www.dat.ac.jp/guide2/public-info/public-info2022/director_list2022.pdf 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 
株式会社 

相談役 

2022.6.1～ 

2026.5.31 

学園の経営計画全

般について的確な

アドバイス 

非常勤 
株式会社 

代表取締役社長 

2022.6.1～ 

2026.5.31 

学園予算について

財務運営上の的確

なアドバイス 

（備考） 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 専門学校デジタルアーツ東京 

設置者名 学校法人 菅原学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法や

基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表してい

ること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

 
（ゲーム学科、ＩＴソリューション学科、ＩＴ学科、国際情報ビジネス学科、アニメ学科、

ノベルス・シナリオ学科、イラスト学科、コミックイラスト学科、マンガ・イラスト学科、

フィギュア原型学科、声優学科） 

【作成について】 

各授業科目については、毎年度、教育課程編成委員会の意見を各学科長及び学科担当教員

により、授業科目の設定・授業方法等についての検討・検証を行っている。その内容に基づ

き、各授業を担当する教員により、作成を行っている。 

 各授業を担当する教員へは「シラバス作成の方法と手引き」を示し、学内統一様式でシラ

バス作成を行っている。 

【時期について】 

 翌年度の授業計画は１２月～１月に担当教員が作成し、３月の理事会時の議案で翌年度の

事業計画が承認されることで正式決定する。その後、翌年度分のシラバスを学校ＨＰに公開

する。 

授業計画書の公表方法 
学校ＨＰに公開している。 

https://www.dat.ac.jp/guide/public-info/ 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定してい

ること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 
 

学則の細目に於いて、成績の評価及び卒業・修了の認定について規定している。 

（参考） 

◆学則の細目第１０条（成績の評価） 

 教科目の成績評価は、学年末において、各学期末に行う試験、実習の成果、履修状況等を

総合勘案して行い、合格者に対して該当科目の修了を認定する。 

２ その教科目について、出席率７５％以上に満たない者は、該当科目の履修の認定はしな

い。 

 

◆学則の細目第１９条（卒業・修了の認定） 

 第１０条に定める教科目の成績評価に基づいて、校長は課程修了の認定を行う。 

２ 所定の在学年限以上在学し、課程を修了したと認めた者には、卒業証書を授与する。 

 

 



  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するととも

に、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

 
学科ごとに履修科目の成績評価を点数化し、全科目の合計点の平均を算出する（１００点

満点で点数化）仕組みを導入している。 

 学業成績は、授業科目ごとに行う試験（定期試験、レポートなどの提出物）及び出席率に

よって評価される。当校では各授業の評価を１００点満点を基準として、５０点以上を合格

としている。合格者の中でも、評価点数により、８０点以上をＡ，６５点以上をＢ、５０点

以上をＣ、４９点以下をＤとして、成績が通知される。 

 客観的な指標の算出方法としては、学生個人の全ての成績（１００点満点で点数化）を合

計し、履修科目数で除した点数により平均点を算出する。学科ごとに全学生の平均点を算出

し、順位付けを行い、指標分布を作成する。 

 成績評価方法については、記載している学生生活マニュアルを常時、職員室に設置し誰で

も閲覧できるようにしている。また、オリエンテーションで学生等へ配布している。 

 客観的な指標の算出方法については、学校ＨＰに公開する。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
学校ＨＰに公開している。 
https://www.dat.ac.jp/guide2/public-info/public-info2020/hyouka.pdf 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施してい

ること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

 

本校は、学校教育法に基づき、電子計算機・情報処理の専門技術、ビジネス・商業実

践の教育を施し、並びに音楽やデザインの実務知識を修得させ、経済社会全般にわたる

専門的な実務上の処理に充分に対応できる人材の養成をもって社会に寄与することを

目的とする。 

 卒業要件については、各学科が定める全授業科目を所定の年次に全て合格することを

定めている。詳細については、学則細目、学生生活マニュアル等に記載している。 

 

 当校では、卒業要件について、記載している学生生活マニュアルを常時、職員室に設

置し誰でも閲覧できるようにしている。また、オリエンテーションで学生等へ配布して

いる。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

記載している学生生活マニュアルを常時、職員室に設置し誰で

も閲覧できるようにしている。また、オリエンテーションで学

生等へ配布している。 
 

  



  

様式第２号の４－②【⑷財務・経営情報の公表（専門学校）】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の

４－①を用いること。 
学校名 専門学校デジタルアーツ東京 

設置者名 学校法人 菅原学園 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 最新情報を学校ＨＰに公開している。 
https://www.dat.ac.jp/guide2/public-info/public-info2022/zaimu2021.pdf 

収支計算書又は

損益計算書 
同 上 

財産目録 同 上 

事業報告書 同 上 

監事による監査

報告（書） 
同 上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業関係 情報専門課程 
ゲーム学科／ 

ｹﾞｰﾑ CG ｷｬﾗｸﾀｰｺｰｽ 
○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な 

総授業時数又は総単位数 
開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 昼 

１，８００ 

単位時間／単位 

240 
単位時間/

単位 

単位時間

/単位 

1,560 
単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間/

単位 

単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

70 人の内数 32人 3人 3人の内数 7人の内数 10人の内数 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

様式第２号の３【(3)厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の１．を参照 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

様式第２号の３【(3)厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の３．を参照 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

様式第２号の３【(3)厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の４．を参照 

学修支援等 

（概要） 
通常の授業の他、企業連携による課題制作やコンテスト応募など学生のスキルアップにつながる取

り組みも行う。年 2 回の個人面談や状況に応じた個別面談を通じ進路指導を行い、個々の目標を定

め適切な進路決定に結びつくよう指導している。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 30人 

（100％） 

1人 

（3.3％） 

14人 

（46.7％） 

15人 

（50.0％） 

（主な就職、業界等） 

ゲーム（株式会社 Studio Hotaru、株式会社オプティウェーブ） 

映像・放送（株式会社ジーリンクスタジオ、株式会社メディア２２世紀） 

（就職指導内容） 

履歴書・エントリーシート添削、面接指導、企業説明会開催、インターンシップ紹介 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

ＣＧクリエイター検定、ビジネス能力検定 

（備考）（任意記載事項） 

 



  

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  71 人 6人  8.4％ 

（中途退学の主な理由） 

経済的理由による修学継続困難、進路変更等 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

半期ごとに担任教員と個人面談を行う。また、学内に於いてカウンセラーとの個人面

談を実施し、修学上の不安事項について相談を受け付けている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業関係 情報専門課程 
ゲーム学科／ 

ｹﾞｰﾑﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑｺｰｽ 
○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な 

総授業時数又は総単位数 
開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 昼 

１，８００ 

単位時間／単位 

420 
単位時間/

単位 

単位時間

/単位 

1,380 
単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間/

単位 

単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

70 人の内数 38人 2人 3人の内数 7人の内数 10人の内数 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

様式第２号の３【(3)厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の１．を参照 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

様式第２号の３【(3)厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の３．を参照 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

様式第２号の３【(3)厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の４．を参照 

学修支援等 

（概要） 
通常の授業の他、企業連携による課題制作やコンテスト応募など学生のスキルアップにつながる取

り組みも行う。年 2 回の個人面談や状況に応じた個別面談を通じ進路指導を行い、個々の目標を定

め適切な進路決定に結びつくよう指導している。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 30人 

（100％） 

1人 

（3.3％） 

14人 

（46.7％） 

15人 

（50.0％） 

（主な就職、業界等） 
ゲーム・アニメ（株式会社旭プロダクション、株式会社オプティウェーブ） 

IT・情報処理（株式会社アポローン、東通インテグレート株式会社、株式会社メイテックフィルダーズ） 

（就職指導内容） 

履歴書・エントリーシート添削、面接指導、企業説明会開催、インターンシップ紹介 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

ビジネス能力検定 

（備考）（任意記載事項） 

 



  

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  71 人 6人  8.4％ 

（中途退学の主な理由） 

経済的理由による修学継続困難、進路変更等 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

半期ごとに担任教員と個人面談を行う。また、学内に於いてカウンセラーとの個人面

談を実施し、修学上の不安事項について相談を受け付けている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業関係 情報専門課程 ＩＴソリューション学科 ○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 
開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 昼 

１，８００ 

単位時間／単位 

1,080 
単位時間/

単位 

単位時間

/単位 

720 
単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間/

単位 

単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

24人 19人 19人 3人 3人 6人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

様式第２号の３【(3)厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の１．を参照 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

様式第２号の３【(3)厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の３．を参照 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

様式第２号の３【(3)厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の４．を参照 

学修支援等 

（概要） 

担任教員による相談受付、面談、進路指導を実施。ITパスポート試験対策、 

ビジネスマナー等の支援。留学生のための日本語能力試験対策を実施。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 20人 

（100％） 

1人 

（5.0％） 

3人 

（15.0％） 

16人 

（80.0％） 

（主な就職、業界等） 

IT業界（プログラマ、システムエンジニア） 

（株式会社メイテックフィルダーズ、株式会社ゼロアンドワン）等 

（就職指導内容） 

プログラマ適性検査、履歴書・エントリーシートの添削、面接練習、企業説明会開催 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

ITパスポート  日本語能力検定 N1,N2 

（備考）（任意記載事項） 

 



  

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  20 人 2人  10.0％ 

（中途退学の主な理由） 

経済的理由による修学継続困難、進路変更等 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

半期ごとに担任教員と個人面談を行う。また、学内に於いてカウンセラーとの個人面

談を実施し、修学上の不安事項について相談を受け付けている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業関係 情報専門課程 ＩＴ学科   

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 
開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 昼 

１，８００ 

単位時間／単位 

1,080 
単位時間/

単位 

単位時間

/単位 

720 
単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間/

単位 

単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

24人 7人 7人 3人 3人 6人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

様式第２号の３【(3)厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の１．を参照 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

様式第２号の３【(3)厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の３．を参照 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

様式第２号の３【(3)厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の４．を参照 

学修支援等 

（概要） 

担任教員による相談受付、面談、進路指導を実施。ITパスポート試験対策、 

ビジネスマナー等の支援。留学生のための日本語能力試験対策を実施。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 人 

（％） 

人 

（％） 

人 

（％） 

人 

（％） 

（主な就職、業界等） 

※令和４年度 １学年のみ在籍。 

（就職指導内容） 

※令和４年度 １学年のみ在籍。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

※令和４年度 １学年のみ在籍。 

（備考）（任意記載事項） 

※ＩＴ学科は、令和４年度にＩＴソリューション学科より名称変更をしている。 

 



  

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  人 人  ％ 

（中途退学の主な理由） 

※令和４年度 １学年のみ在籍。 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

※令和４年度 １学年のみ在籍。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

商業実務関係 
ビジネス 

専門課程 
国際情報ビジネス学科 ○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 
開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 昼 

１，７６８ 

単位時間／単位 

1,428 
単位時間/

単位 

単位時間

/単位 

340 
単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間/

単位 

単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

232人 128人 128人 6人 9人 15人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

様式第２号の３【(3)厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の１．を参照 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

様式第２号の３【(3)厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の３．を参照 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

様式第２号の３【(3)厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の４．を参照 

学修支援等 

（概要） 
年２回の日本語能力試験に合わせて授業を展開。合わせて学期末の授業では、終了時点までの講義

内容理解のためのテストを各授業で実施し習得度を確認している。また、担当教員による面談によ

る進路指導や就職指導、校外学習などを設定し積極的な学修を支援している。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 81人 

（100％） 

3人 

（3.7％） 

36人 

（44.4％） 

42人 

（51.9％） 

（主な就職、業界等） 

ホテル、人材紹介会社、販売店 等 

（就職指導内容） 
エントリーシート添削、履歴書添削、求人票紹介、就職イベント紹介、就職ガイダンス開催、面接指導、

個人面談 等 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

日本語能力試験、日本留学試験 

（備考）（任意記載事項） 

 



  

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  191 人 25人  13.0％ 

（中途退学の主な理由） 

経済的理由による修学継続困難、進路変更等 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

半期ごとに担任教員と個人面談を行う。また、学内に於いてカウンセラーとの個人面

談を実施し、修学上の不安事項について相談を受け付けている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

文化教養関係 
文化教養 

専門課程 

アニメ学科／ 

アニメーターコース 
○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 
開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 昼 

１，８００ 

単位時間／単位 

240 
単位時間/

単位 

単位時間

/単位 

1,560 
単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間/

単位 

単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

70 人の内数 42人 0人 3人の内数 9人の内数 12人の内数 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

様式第２号の３【(3)厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の１．を参照 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

様式第２号の３【(3)厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の３．を参照 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

様式第２号の３【(3)厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の４．を参照 

学修支援等 

（概要） 

・定期的な個別面談を実施   ・校内カウンセリングの活用 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 23人 

（100％） 

1人 

（4.3％） 

21人 

（91.4％） 

1人 

（4.3％） 

（主な就職、業界等） 

(株)ぴえろ・(株)バンダイナムコフィルムワークス・(株)バンダイナムコピクチャーズ・

(株)Cygames pictures・(株)ぎゃろっぷ・(有)スタジオエル 等 

（就職指導内容） 

履歴書・エントリーシートの書き方の指導や面接トレーニングの実施。 

企業をお招きしてのポートフォリオ評価会実施 等 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

ビジネス能力検定 

（備考）（任意記載事項） 

 



  

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  51 人 2人  3.9％ 

（中途退学の主な理由） 

経済的理由による修学継続困難、進路変更等 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

半期ごとに担任教員と個人面談を行う。また、学内に於いてカウンセラーとの個人面

談を実施し、修学上の不安事項について相談を受け付けている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

文化教養関係 
文化教養 

専門課程 

アニメ学科／ 

アニメ彩色コース 
○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 
開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 昼 

１，８００ 

単位時間／単位 

240 
単位時間/

単位 

単位時間

/単位 

1,560 
単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間/

単位 

単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

70 人の内数 31人 0人 3人の内数 9人の内数 12人の内数 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

様式第２号の３【(3)厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の１．を参照 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

様式第２号の３【(3)厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の３．を参照 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

様式第２号の３【(3)厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の４．を参照 

学修支援等 

（概要） 

・定期的な個別面談を実施   ・校内カウンセリングの活用 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 23人 

（100％） 

1人 

（4.3％） 

21人 

（91.4％） 

1人 

（4.3％） 

（主な就職、業界等） 
(株)JCスタッフ・(株)マッドボックス・(株)サブリメイション・(株)シャフト・ 

(株)ゆめ太カンパニー・(株)旭プロダクション・(株)スタジオディーン・(有)Wish 等 

（就職指導内容） 

履歴書・エントリーシートの書き方の指導や面接トレーニングの実施。 

企業をお招きしてのポートフォリオ評価会実施 等 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

ビジネス能力検定 

（備考）（任意記載事項） 

 



  

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  51 人 2人  3.9％ 

（中途退学の主な理由） 

経済的理由による修学継続困難、進路変更等 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

半期ごとに担任教員と個人面談を行う。また、学内に於いてカウンセラーとの個人面

談を実施し、修学上の不安事項について相談を受け付けている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

文化教養関係 
文化教養 

専門課程 
ノベスル・シナリオ学科 ○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 
開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 昼 

１，８００ 

単位時間／単位 

240 
単位時間/

単位 

単位時間

/単位 

1,560 
単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間/

単位 

単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

40人 33人 0人 3人 8人 11人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

様式第２号の３【(3)厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の１．を参照 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

様式第２号の３【(3)厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の３．を参照 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

様式第２号の３【(3)厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の４．を参照 

学修支援等 

（概要） 
各教員が学生作品の作業進捗状況を把握し、添削等を重ねスキルアップ出来るよう支援している。

また学内外においてイベントを企画するとともに 2 年間の集大成として卒業作品を制作するなど学

生の積極的な学修を支援している。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 19人 

（100％） 

0人 

（0.0％） 

10人 

（52.6％） 

9人 

（47.4％） 

（主な就職、業界等） 

ゲーム会社、フリーランスのシナリオライター、印刷会社、他 

（就職指導内容） 

個別面談、履歴書添削、面接指導、業界関係者によるセミナーや批評会を開催 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

ビジネス能力検定、文章読解・作成能力検定 

（備考）（任意記載事項） 

 



  

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  35 人 0人  0.0％ 

（中途退学の主な理由） 

 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

半期ごとに担任教員と個人面談を行う。また、学内に於いてカウンセラーとの個人面

談を実施し、修学上の不安事項について相談を受け付けている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

文化教養関係 
文化教養 

専門課程 
イラスト学科 ○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 
開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 昼 

１，８００ 

単位時間／単位 

360 
単位時間/

単位 

単位時間

/単位 

1,440 
単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

100人 163人 3人 4人 14人 18人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

様式第２号の３【(3)厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の１．を参照 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

様式第２号の３【(3)厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の３．を参照 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

様式第２号の３【(3)厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の４．を参照 

学修支援等 

（概要） 
随時担任による個別面談・進路指導を行っている。また、検定取得において事前対策特別授業を設

け、意欲のある学生に積極的に支援を行い、業界に向けての意識を付けさせている。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 60人 

（100％） 

0人 

（0.0％） 

38人 

（63.3％） 

22人 

（36.7％） 

（主な就職、業界等） 

デザイン業界・アニメ業界・印刷業界・ゲーム業界企業。 

（就職指導内容） 

ビジネス能力検定を踏まえたビジネスマナー指導、履歴書指導、面接指導、個人面談。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 
カラーデザイン検定・Photoshopクリエイター能力認定試験・Illustrator能力認定試験 

・CLIP STUDIO PAINTクリエイター検定・ビジネス能力検定。 

（備考）（任意記載事項） 

 



  

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  142 人 11人  7.7％ 

（中途退学の主な理由） 

経済的理由による修学継続困難、進路変更等 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

半期ごとに担任教員と個人面談を行う。また、学内に於いてカウンセラーとの個人面

談を実施し、修学上の不安事項について相談を受け付けている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

文化教養関係 
文化教養 

専門課程 
コミックイラスト学科 ○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 
開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 昼 

１，８００ 

単位時間／単位 

300 
単位時間/

単位 

単位時間

/単位 

1,500 
単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間/

単位 

単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

20人 7人 0人 3人 7人 10人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

様式第２号の３【(3)厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の１．を参照 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

様式第２号の３【(3)厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の３．を参照 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

様式第２号の３【(3)厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の４．を参照 

学修支援等 

（概要） 
・ＣＯＭＩＴＩＡ（マンガイベント）への参加 ・編集部批評会や集団持ち込み会 

随時、担任教員による相談受付や面談、進路指導、意欲ある学生の積極的な学修を支援している。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 8人 

（100％） 

0人 

（0.0％） 

5人 

（62.5％） 

3人 

（37.5％） 

（主な就職、業界等） 
従来からの出版社編集者付きに加え、デジタルマンガの普及によりＷｅｂマンガ家として活躍の場が 

増えている。また、デジタルアシスタントとして活躍している者も増えた。 

（就職指導内容） 

・業界・企業研究(特別講義、業界セミナー等）・出版編集部批評会 

・応募書類作成、模擬面接・ポートフォリオ作成 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

ビジネス能力検定 

（備考）（任意記載事項） 

 



  

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  17 人 2人  11.7％ 

（中途退学の主な理由） 

経済的理由による修学継続困難、進路変更等 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

半期ごとに担任教員と個人面談を行う。また、学内に於いてカウンセラーとの個人面

談を実施し、修学上の不安事項について相談を受け付けている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

文化教養関係 
文化教養 

専門課程 
マンガ・イラスト学科   

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 
開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 昼 

１，８００ 

単位時間／単位 

360 
単位時間/

単位 

単位時間

/単位 

1,440 
単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

20人 12人 1人 3人 7人 10人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

様式第２号の３【(3)厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の１．を参照 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

様式第２号の３【(3)厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の３．を参照 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

様式第２号の３【(3)厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の４．を参照 

学修支援等 

（概要） 
・ＣＯＭＩＴＩＡ（マンガイベント）への参加 ・編集部批評会や集団持ち込み会 

随時、担任教員による相談受付や面談、進路指導、意欲ある学生の積極的な学修を支援している。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 人 

（％） 

人 

（％） 

人 

（％） 

人 

（％） 

（主な就職、業界等） 

※令和４年度 １学年のみ在籍。 

（就職指導内容） 

※令和４年度 １学年のみ在籍。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

※令和４年度 １学年のみ在籍。 

（備考）（任意記載事項） 
※マンガ・イラスト学科は、令和４年度にコミックイラスト学科より名称変更をしている。 

 



  

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  人 人  ％ 

（中途退学の主な理由） 

※令和４年度 １学年のみ在籍。 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

※令和４年度 １学年のみ在籍。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

文化教養関係 
文化教養 

専門課程 
フィギュア原型学科 ○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 
開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 昼 

１，８００ 

単位時間／単位 

240 
単位時間/

単位 

単位時間

/単位 

1,560 
単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間/

単位 

単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

40人 22人 4人 3人 3人 6人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

様式第２号の３【(3)厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の１．を参照 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

様式第２号の３【(3)厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の３．を参照 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

様式第２号の３【(3)厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の４．を参照 

学修支援等 

（概要） 
前期末・後期末毎に講義をまとめた試験もしくは実習で設けた課題のチェックを行っている。また

随時、担任による個人面談、進路指導、学外教育活動の紹介等を行い、意欲ある学生の学修を支援

している。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 12人 

（100％） 

0人 

（0.0％） 

5人 

（41.7％） 

7人 

（58.3％） 

（主な就職、業界等） 
フィギュアメーカー（株式会社松田モデル、株式会社コネクトレクト、株式会社ベルファイン）等 

（就職指導内容） 

ビジネスマナー、履歴書添削、面接トレーニング、OB訪問、企業見学、 

就活準備講座(身だしなみ等) 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

ビジネス能力検定 

（備考）（任意記載事項） 

 



  

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  22 人 2人  9.0％ 

（中途退学の主な理由） 

経済的理由による修学継続困難、進路変更等 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

半期ごとに担任教員と個人面談を行う。また、学内に於いてカウンセラーとの個人面

談を実施し、修学上の不安事項について相談を受け付けている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

文化教養関係 
文化教養 

専門課程 
声優学科 ○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 
開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 昼 

１，８００ 

単位時間／単位 

360 
単位時間/

単位 

単位時間

/単位 

1,440 
単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間/

単位 

単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

40人 25人 2人 3人 14人 17人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

様式第２号の３【(3)厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の１．を参照 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

様式第２号の３【(3)厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の３．を参照 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

様式第２号の３【(3)厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の４．を参照 

学修支援等 

（概要） 
授業の中で業界人のゲストを招き、業界にデビュー・就職を目指す上での情報を共有し卒業後の 

ビジョンを分かりやすくしている。また担当教員が常に進路指導やプロダクションへの見学の取次

等、積極的な学修支援を行っている。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 13人 

（100％） 

1人 

（7.7％） 

10人 

（76.9％） 

2人 

（15.4％） 

（主な就職、業界等） 
松竹芸能（株）・（株）マウスプロモーション・JTBネクストクリエイション・（株）ゆーりんプロ 

・（株）テアトルエコー 等 声優プロダクション・メディア関係企業。 

（就職指導内容） 
内部プロダクション説明会、内部・外部所属オーディション、演技ワークショップ、 

講義、個人面談 等 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

ビジネス能力検定 

（備考）（任意記載事項） 

 



  

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  25 人 1人  4.0％ 

（中途退学の主な理由） 

経済的理由による修学継続困難、進路変更等 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

半期ごとに担任教員と個人面談を行う。また、学内に於いてカウンセラーとの個人面

談を実施し、修学上の不安事項について相談を受け付けている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 

②学校単位の情報 

ａ）「生徒納付金」等 

学科名 入学金 
授業料 

（年間） 
その他 備考（任意記載事項） 

ゲーム学科 

（２年制） 
100,000円 660,000 円 420,000 円  

ＩＴ学科 

（２年制） 
100,000円 660,000 円 110,000 円  

国際情報ビジネス学科 

（２年制） 
100,000円 640,000 円 80,000 円 

 

アニメ学科 

（２年制） 
100,000円 660,000 円 420,000 円 

 

ノベルス・シナリオ学科 

（２年制） 
100,000円 660,000 円 420,000 円 

 

イラスト学科 

（２年制） 
100,000円 660,000 円 420,000 円 

 

マンガ・イラスト学科 

（２年制） 
100,000円 660,000 円 420,000 円 

 

フィギュア原型学科 

（２年制） 
100,000円 660,000 円 420,000 円 

 

声優学科 

（２年制） 
100,000円 660,000 円 420,000 円 

 

修学支援（任意記載事項） 

【学校独自の修学支援制度】 

・奨学金制度（支給）・授業料減免制度（特待生、クリエイティブ優遇、各種優遇等） 

 

 

ｂ）学校評価 
自己評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

学校ＨＰに公開している。 
https://www.dat.ac.jp/guide2/public-info/public-info2021/self-evaluation2020.pdf 

学校関係者評価の基本方針（実施方法・体制） 

学校関係者として、関連企業、卒業生等を含む学校関係者評価委員会を組織し、 

それぞれの専門的・客観的な観点から学校運営、教育活動等について評価を行っている。 

評価内容は、学校運営会議等で報告され、次年度以降の改善に取り組んでいる。 

学校関係者評価の委員 

所属 任期 種別 

フィギュア制作会社 社員（課長職） 2021.4.1～2022.3.31 企業等委員 

アニメ制作会社 役員 2021.4.1～2022.3.31 企業等委員 

声優プロダクション 役員 2021.4.1～2022.3.31 企業等委員 

シナリオ制作会社 役員 2021.4.1～2022.3.31 企業等委員 

デザイン制作会社 役員 2021.4.1～2022.3.31 企業等委員 

ゲーム制作会社 社員（部長職） 2021.4.1～2022.3.31 企業等委員 

アニメーター 2021.4.1～2022.3.31 卒業生 

地元企業 役員 2021.4.1～2022.3.31 地域住民 



  

学校関係者評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

学校ＨＰに公開している。 
https://www.dat.ac.jp/guide2/public-info/public-info2021/parties-evaluation2021.pdf 

第三者による学校評価（任意記載事項） 

 

 

ｃ）当該学校に係る情報 
（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

https://www.dat.ac.jp/guide/public-info/ 

  



  

（別紙） 
 
※この別紙は、更新確認申請書を提出する場合に提出すること。 
 
※以下に掲げる人数を記載すべき全ての欄について、該当する人数が 1人以上 10人以下の

場合には、当該欄に「－」を記載すること。該当する人数が 0 人の場合には、「0 人」と

記載すること。 
 

学校名 専門学校デジタルアーツ東京 

設置者名 学校法人 菅原学園 

 

 

１．前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数 

 
 

 前半期 後半期 年間 

支援対象者（家計急変

による者を除く） 
43人 44人 44人 

内 

訳 

第Ⅰ区分 25人 26人  

第Ⅱ区分 －人 －人  

第Ⅲ区分 －人 －人  

家計急変による 

支援対象者（年間） 
  0人 

合計（年間）   44人 

（備考） 

 

 

 

※本表において、第Ⅰ区分、第Ⅱ区分、第Ⅲ区分とは、それぞれ大学等における修学

の支援に関する法律施行令（令和元年政令第４９号）第２条第１項第１号、第２号、

第３号に掲げる区分をいう。 

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。 

 

 

２．前年度に授業料等減免対象者としての認定の取消しを受けた者及び給付奨

学生認定の取消しを受けた者の数 

 

（１）偽りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受け

たことにより認定の取消しを受けた者の数 

 

年間 0人 

 

 

 



  

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃止の区分に該当

したことにより認定の取消しを受けた者の数 
 

 

 

右以外の大学等 

短期大学（修業年限が２年のものに

限り、認定専攻科を含む。）、高等

専門学校（認定専攻科を含む。）及

び専門学校（修業年限が２年以下の

ものに限る。） 

年間 前半期 後半期 

修業年限で卒業又は修了 

できないことが確定 
人 0人 0人 

修得単位数が標準単位数

の５割以下 
（単位制によらない専門学校に

あっては、履修科目の単位時間数

が標準時間数の５割以下） 

人 0人 0人 

出席率が５割以下その他 

学修意欲が著しく低い状況 
人 0人 0人 

「警告」の区分に 

連続して該当 
人 0人 0人 

計 人 0人 0人 

（備考） 

 

 

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。 

 

上記の（２）のうち、学業成績が著しく不良であると認められる者であって、

当該学業成績が著しく不良であることについて災害、傷病その他やむを得な

い事由があると認められず、遡って認定の効力を失った者の数 

右以外の大学等 
短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻科を

含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含む。）及び専

門学校（修業年限が２年以下のものに限る。） 

年間 人 前半期 0人 後半期 0人 

 

（３）退学又は停学（期間の定めのないもの又は３月以上の期間のものに限る。）

の処分を受けたことにより認定の取消しを受けた者の数 

退学 －人 

３月以上の停学 0人 

年間計 －人 

（備考） 

 

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。 



  

３．前年度に授業料等減免対象者としての認定の効力の停止を受けた者及び給

付奨学生認定の効力の停止を受けた者の数 

 

停学（３月未満の期間のものに限る。）又は訓告の処分を受けたことにより

認定の効力の停止を受けた者の数 
 

３月未満の停学 0人 

訓告 0人 

年間計 0人 

（備考） 

 

 

 

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。 

 

 

４．適格認定における学業成績の判定の結果、警告を受けた者の数 
 

 

 

右以外の大学

等 

短期大学（修業年限が２年のものに

限り、認定専攻科を含む。）、高等

専門学校（認定専攻科を含む。）及

び専門学校（修業年限が２年以下の

ものに限る。） 

年間 前半期 後半期 

修得単位数が標準単位数

の６割以下 
（単位制によらない専門学校に

あっては、履修科目の単位時間数

が標準時間数の６割以下） 

人 0人 0人 

ＧＰＡ等が下位４分の１ 人 0人 0人 

出席率が８割以下その他 

学修意欲が低い状況 
人 0人 0人 

計 人 0人 0人 

（備考） 

 

 

 

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。 

 

 

 
 




